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１、所属団体の概要 

 ① １９８８年２月、ＩＴを中心として常時支援を必要とする重度障がい者による就労

支援団体として設立。 

 ② 所属メンバーの生活支援の必要から、介助者派遣、送迎、医ケアの提供等を行う。 

 ③ 無認可団体として活動を開始したため多様な障がい種別メンバーによって構成。 

 

２、北海道内における神経・筋疾患児者の現状 

 ① 北海道内５４０万人のうち難病団体として７団体１２５２名の神経・筋疾患が把握

されている。 

  ア 個人参加難病患者の会   （８５家族 うち札幌市３１家族） 

  イ 筋無力症友の会      （１００家族 うち札幌市４５家族） 

  ウ パーキンソン病友の会   （４７９家族 うち札幌市１２５家族） 

  エ ＡＬＳ協会北海道支部   （１７１家族 うち札幌市１２５家族） 

  オ 筋ジス協会北海道地方本部 （１５５家族 うち札幌市４１家族） 

  カ 多発性硬化症        （１００家族 うち札幌市２７家族） 

  キ 脊髄小脳変性症      （１６２家族 うち札幌市６０家族） 

 ② 札幌市内においては重度訪問介護支給決定者約３５０名。 

  ア ７２０時間支給決定者   ８名 

  イ ５４０時間支給決定者  ２５名 

  ウ ４５０時間支給決定者  ６４名 

  エ ３３０時間未満    ２５３名 

 ③ 医ケアにおける指導看護師については、特定については障害福祉、不特定について

は高齢福祉がそれぞれ担当している。 

  ア 特定   北海道内２９３名、うち札幌市内においては不明。 

  イ 不特定 北海道内５２０名、うち札幌市内３３９名。 

 ④ 医ケア対象者数 

  ⅰ 北海道内における痰吸引、経管栄養対象者（平成２４年４月現在） 

  ア 口腔から痰吸引     ７２名 

  イ 鼻腔から痰吸引     ６０名 

  ウ 気管切開による痰吸引  ６４名 

  エ 経管栄養         ６５名 

  ⅱ 北海道内における在宅酸素利用者（平成２６年１２月現在） 

  ア 在宅酸素      ４，４０６名 
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